
市 議 会 だ よ り 第２３２号（3） 2018年（平成30年）５月12日

　２月定例会では、９つの交渉会派（所属議員３人以上）と１つの非交渉会派（３人未満）が

代表質問を行いました。代表質問を行った会派の名称、発言順及び発言時間は次のとおりです。

公明党（180 分）、無所属の会（135 分）、清風会（135 分）、日本共産党（135 分）、自由民主党（120 分）、

民進・連合・社民（105 分）、創生市川第２（105 分）、創生市川第３（105 分）、創生市川第１（105

分）、市民の力（20 分）

改修された第四中学校屋内運動場併設の外部用トイレ

千葉県立行徳高等学校
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史
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校
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ト
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の
洋
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子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度

電
子
地
域
通
貨

空
き
家
対
策

ご
み
の
減
量

・
資
源
化

定
時
制
高
校

問　
市
内
小
中
学
校
の
校
庭
に

は
、
学
校
を
訪
問
す
る
市
民
が

利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
多
く
が
和
式
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
が
利
用
し
づ
ら
い
状
況

で
あ
る
。
学
校
は
学
習
の
場
だ

け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
拠
点

と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
市
民
の
交
流
の
場
に
も
な

問　
本
市
に
は
、
０
歳
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
に

係
る
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度

が
あ
る
。
現
在
は
、
小
学
生
以

上
の
子
ど
も
に
対
し
て
は
所
得

制
限
を
設
け
て
い
る
が
、
平
成

30
年
８
月
診
療
分
か
ら
、
小
学

校
３
年
生
ま
で
の
所
得
制
限
を

撤
廃
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

子
育
て
環
境
の
更
な
る
充
実
に

向
け
た
も
の
と
評
価
で
き
る
が
、

制
限
撤
廃
の
対
象
を
小
学
校
３

年
生
ま
で
と
し
た
理
由
を
問
う
。

答　
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

は
、
県
の
補
助
の
下
、
各
市
町

村
が
子
ど
も
に
係
る
医
療
費
の

全
部
又
は
一
部
を
助
成
す
る
制

度
で
あ
る
。
県
で
は
全
て
の
年

齢
に
所
得
制
限
を
設
け
て
い
る

が
、
本
市
で
は
、
小
学
生
以
上

に
所
得
制
限
を
設
け
て
い
る
。

30
年
８
月
診
療
分
か
ら
の
所
得

制
限
撤
廃
の
範
囲
を
小
学
校
３

年
生
ま
で
と
し
た
の
は
、
小
学

校
低
学
年
は
、
保
育
園
等
か
ら

小
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
よ

る
環
境
の
変
化
等
か
ら
体
調
を

崩
し
や
す
く
、
早
期
の
受
診
に

よ
り
病
気
の
重
症
化
を
防
ぐ
必

要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
今
後
、

実
施
に
向
け
制
度
の
周
知
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
近
年
、
各
種
電
子
マ
ネ
ー

の
普
及
が
進
ん
で
お
り
、
様
々

な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

先
進
的
な
自
治
体
で
は
電
子
地

域
通
貨
を
導
入
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
と
共
に
、
市

民
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
導
入
に
関

し
て
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

電
子
地
域
通
貨
は
、
資

金
が
地
域
外
に
流
出
し
な
い
こ

と
か
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化

問　
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
が
全
国
的
に
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
は
平
成
29
年
12
月
、
新
た
に

空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
た

が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待

で
き
る
か
。
ま
た
、
管
理
不
全

状
態
に
あ
る
空
き
家
の
安
全
対

策
や
、
空
き
家
の
利
活
用
を
促

す
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答　
市
内
に
現
存
す
る
空
き
家

数
は
こ
の
３
年
ほ
ど
約
５
０
０

棟
で
推
移
し
て
い
る
。
本
計
画

は
、
従
来
行
っ
て
き
た
「
是
正

対
策
」
に
加
え
、
所
有
者
等
へ

の
情
報
提
供
や
啓
発
等
の
「
予

防
対
策
」
と
、
地
域
活
性
化
に

資
す
る
有
効
利
用
等
の
「
適
切

な
管
理
・
活
用
の
推
進
」
を
方

針
と
し
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ

に
沿
っ
て
、
地
域
住
民
の
生
活

環
境
の
保
全
や
空
き
家
等
の
活

用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

空
き
家
等
の
適
切
な
管
理
は
所

有
者
の
責
務
で
あ
り
、
市
と
し

て
は
不
法
投
棄
・
火
災
の
注
意

喚
起
等
や
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
る
。
利
活
用
対
策
と

し
て
は
、
空
き
家
を
賃
貸
物
件

と
し
て
活
用
す
る
場
合
に
、
移

住
・
住
み
か
え
支
援
機
構
が
実

施
す
る
「
マ
イ
ホ
ー
ム
借
上
げ

制
度
」
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

月
か
ら
１
月
ま
で
の
10
カ
月
間

の
実
績
で
は
、
燃
や
す
ご
み
の

収
集
量
は
前
年
度
同
期
比
で
約

２
０
０
０
ｔ
減
少
し
て
お
り
、

こ
れ
は
25
ｍ
プ
ー
ル
約
16
杯
分

に
相
当
す
る
量
で
あ
る
。
ま
た
、

月
別
の
推
移
も
、
11
月
を
除
く

全
て
の
月
で
ご
み
量
は
前
年
度

比
で
減
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

雑
誌
・
布
類
等
の
資
源
物
の
収

集
量
は
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
て
い
た
資
源
物
の
分
別
・
資

源
化
が
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
以
上
か
ら
、
収
集
回
数

の
変
更
に
伴
い
、
市
民
に
よ
る

ご
み
減
量
・
資
源
化
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、
一
定
の
効
果
が

表
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
市
は
平
成
29
年
度
か
ら
家

庭
ご
み
の
収
集
回
数
を
削
減
し

た
が
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。
現

状
と
推
移
に
つ
い
て
問
う
。

答　
ご
み
収
集
回
数
を
変
更
し

た
目
的
は
、
ご
み
の
排
出
機
会

が
減
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
市

民
の
ご
み
の
減
量
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
減
量
と
分
別
を
促

進
す
る
こ
と
に
あ
る
。
29
年
４

問　
県
が
示
し
た
県
立
学
校
改

革
推
進
プ
ラ
ン
・
第
４
次
実
施

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
に
は
、
行

徳
高
校
定
時
制
課
程
の
募
集
を

廃
止
し
て
船
橋
高
校
へ
統
合
す

る
と
あ
る
。
行
徳
高
校
定
時
制

は
働
き
な
が
ら
通
う
生
徒
等
地

域
に
不
可
欠
の
学
び
の
場
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
そ
の
存
続
を
強
く
求
め
る

が
、
市
の
認
識
と
対
応
を
問
う
。

答　
行
徳
高
校
定
時
制
に
は
、

現
在
、
定
員
１
６
０
名
に
対
し

49
名
が
在
籍
、
う
ち
38
名
は
市

内
在
住
者
で
あ
る
。
本
市
と
し

て
は
、
同
校
定
時
制
が
様
々
な

事
情
の
あ
る
生
徒
の
１
つ
の
進

学
先
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
、

実
質
的
に
な
く
な
る
こ
と
は
残

念
だ
が
、
全
県
的
な
定
時
制
高

校
の
配
置
や
現
状
を
総
合
的
に

考
え
る
と
、
理
解
す
べ
き
こ
と

と
考
え
て
い
る
。
統
合
に
よ
り
、

１
ク
ラ
ス
の
人
数
が
増
え
る
他
、

総
合
学
科
に
変
わ
る
こ
と
で
配

当
教
員
も
増
え
、
生
徒
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
や
す
く
な
る

良
さ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
徳

高
校
定
時
制
の
存
続
要
望
は
現

段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
運
営
の
主
体
と
な
る
信
用

組
合
等
の
地
域
金
融
機
関
が
決

済
手
数
料
に
よ
る
運
用
益
を
得

ら
れ
る
こ
と
、
利
用
者
は
現
金

を
使
用
せ
ず
手
軽
な
決
済
が
可

能
に
な
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
加
盟
店
に
お
い
て
も
、

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
読
み
取
り

の
た
め
の
二
次
元
コ
ー
ド
の
印

刷
物
を
掲
示
す
る
の
み
で
電
子

地
域
通
貨
を
導
入
で
き
る
た

め
、
少
な
い
負
担
で
済
む
。
今
後
、

地
域
金
融
機
関
の
意
向
を
確
認

す
る
と
共
に
、
本
制
度
の
調
査

研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

っ
て
い
る
。
誰
で
も
気
兼
ね
な

く
利
用
で
き
る
よ
う
、
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
学
校
施
設
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利
用
で

き
る
よ
う
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
校
舎
に
あ
る
ト
イ
レ

の
改
修
は「
ト
イ
レ
改
修
計
画
」

に
基
づ
い
て
行
っ
て
お
り
、
平

成
27
年
度
末
に
は
市
内
学
校
の

半
分
の
改
修
が
完
了
し
、
28
年

度
か
ら
は
残
り
の
半
分
の
改
修

を
進
め
て
い
る
。
校
庭
の
ト
イ

レ
に
関
し
て
は
、
校
舎
や
屋
内

運
動
場
の
改
修
時
に
洋
式
化
を

進
め
て
お
り
、
今
後
も
学
校
や

地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
早

期
に
改
修
を
し
て
い
き
た
い
。


